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て
有

意
義

な
二

時
間

を
過

ご
す

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
 

菱
川
園
長
は
、
ま
ず
「
ど

う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と

い
う

言
葉

で
ス

タ
ー

ト
し

「
ど

う
な

る
か

わ
か

ら
な

い
」
と
い
う
言
葉
で
締
め
ら

れ
ま
し
た
。
自
立
支
援
法
の

抜
本

的
な

見
直

し
が

進
行

中
の

現
況

で
は

、
や

は
り

「
ど

う
な

る
か

わ
か

ら
な

い
」
の
十
文
字
に
尽
き
る
な

と
感
じ
ま
し
た
。
現
場
第
一

主
義
の
私
に
は
「
不
安
」
と

い
う

雲
が

晴
れ

な
い

状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。
 

 
私

が
勤

務
す

る
小

規
模

授
産

施
設

で
も

新
体

系
へ

の
移

行
を

考
え

て
い

ま
す

が
、
相
談
の
段
階
で
も
苦
戦

の
香

り
が

プ
ン

プ
ン

漂
っ

て
い
ま
す
。
今
春
、
需
要
に

応
え

ケ
ア

ホ
ー

ム
を

ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
よ
う
や
く
落
ち

着
い
て
き
ま
し
た
が
、
ホ
ー

ム
開
設
の
折
に
も
、
ニ
ー
ズ

は
今

こ
こ

に
あ

る
の

に
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
こ
と
は
な

く
、

施
設

長
や

事
務

方
と

の
熱

い

思
い

の
対

戦
？

が
あ

り
ま

し

た
。
 

現
場
で
は
実
に
毎
日
色
ん
な

出
来
事
が
あ
り
ま
す
。
時
に
は

頭
の

整
理

が
追

い
つ

か
な

い

程
・
・
・
こ
こ
半
年
ほ
ど
で
立

て
続

け
に

大
き

な
出

来
事

が

あ
り
、
忙
し
さ
の
中
で
ガ
ム
シ

ャ
ラ
に
走
っ
て
き
ま
し
た
。
体

と
心

は
正

直
な

も
の

で
ス

ト

レ
ス

か
ら

時
々

不
安

定
気

味

に
な
っ
て
し
ま
い
、
家
で
涙
を

ポ
ロ
ポ
ロ
流
し
て
は
、
｢
ガ
ン

バ
ロ
！
｣
と
気
合
を
入
れ

直
し

ま
し
た
。
そ
ん
な
日
々
の
中
で

も
揺

る
ぎ

な
い

方
向

性
が

あ

り
、
そ
の
ベ
ク
ト
ル
の
先
に
は

「
メ
ン
バ
ー
達
の
安
定
。
健
康

な
心

と
体

で
楽

し
く

生
活

す

る
た
め
に
・
・
・
」
と
い
う
強

い
思
い
が
あ
り
ま
す
。
役
割
は

違
え

ど
職

員
み

な
思

い
は

一

つ
で
す
。
何
よ
り
メ
ン
バ
ー
達

が
い
る
か
ら
、
笑
顔
を
見
せ
て

く
れ

る
か

ら
頑

張
れ

る
毎

日

で
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で

す
。
 

権
利

に
は

義
務

が
つ

き
も

の
で
す
が
、
義
務
が
義
務
以
上

の
負

担
と

い
う

も
の

に
成

り

変
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
現

状
。

現
場

を
知

ら
な

い
ホ

ワ
イ

ト

カ
ラ

ー
の

殿
方

た
ち

の
産

物

に
頭
と
胃
を
抱
え
、
お
金
は
た

ま
ら

ず
ス

ト
レ

ス
ば

か
り

が

溜
ま
る
現
状
。
「
常
に
冷

静
で

あ
れ
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ

て
い
る
私
で
す
が
・
・
・
。
い

つ
か
『
福
祉
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
』

に
な

る
日

は
訪

れ
る

の
で

し

ょ
う
か
。
ど
う
か
未
熟
者
の
戯

言
と
読
み
流
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

平
成

二
十

年
五

月
三

十
日

（
金
）
大
阪
市
立
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
て
、
平
成
二
十
年
度

第
一
回
理
事
会
・
評
議
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
各
事
業
・
各

事
業
所

の
事
業
報
告
並
び

に

収
支
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
理

事
会
・
評
議
員
会
と
も
全
員
一

致
の
賛

成
で
承
認

さ
れ

ま
し

た
。
 

社
会

福
祉

法
人

大
阪
府
共

同
募

金
会
様

よ
り

平
成

二
十

年
度
共
同
募

金
配

分
金

を
賜

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

配
分

金
事
業

は
次

の
と

お

り
で
す
。
 

一
、
配
分
金
 
二
六
六
万
円
 

二
、

配
分

施
設
 
港
第
二
育
成
園
 

三
、

指
定

使
途
 
門
扉
二
箇
所
・

事
務

所
内

パ
ー

テ
ー
シ

ョ
ン
 

 ◇
 
訃訃 訃訃
    
報報 報報
 

 去
る
五
月
二
十
五
日
( 日

) に
、

平
野
区
支
部
の
、
中
川
た
か
子

様
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
 

慎
ん
で
、
お
悔
や
み
申
し
上

げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
 

 ◇
 
七
月
部
会
等
日
程
案
内

七
月
部
会
等
日
程
案
内

七
月
部
会
等
日
程
案
内

七
月
部
会
等
日
程
案
内
 

 ☆
小
規
模
作
業
所
連
絡
協
議
会
 

七
月
八
日
（
火
）
午
後
一
時
 

（
三
〇
一
号
室
）
 

☆
就
労
部
会
 

七
月
八
日
（
火
）
午
前
十
時
 

（
三
〇
五
号
室
・
講
演
会
）
 

☆
学
齢
期
部
会
 

七
月
十
四
日
（
月
）
午
前
十
時
 

（
三
〇
五
号
室
・
講
演
会
）
 

☆
 
地
域
生
活
支
援
部
会
 

七
月
十
七
日
（
木
）
午
前
十
時
 

（
三
〇
一
号
室
・
学
習
会
）
 

☆
支
部
連
絡
会
 

七
月
十
七
日
（
木
）
午
後
一
時
 

（
三
〇
一
号
室
）
 

☆
月
例
役
員
会
 

七
月
二
日
（
水
）
午
前
十
時
 

（
居
宅
事
業
所
会
議
室
）
 

☆
施
設
長
会
 

七
月
九
日
（
水
）
午
後
一
時
半
 

（
居
宅
事
業
所
会
議
室
）
 

大
阪
府
共
同
募
金
平
成
二
十
年
度

大
阪
府
共
同
募
金
平
成
二
十
年
度

大
阪
府
共
同
募
金
平
成
二
十
年
度

大
阪
府
共
同
募
金
平
成
二
十
年
度

配
分
金

配
分
金

配
分
金

配
分
金
がが がが
決
定
決
定
決
定
決
定
し
ま
し
た

し
ま
し
た

し
ま
し
た

し
ま
し
た

平
成
二
十
年
度
第
一
回
理
事
会

平
成
二
十
年
度
第
一
回
理
事
会

平
成
二
十
年
度
第
一
回
理
事
会

平
成
二
十
年
度
第
一
回
理
事
会
・・ ・・

評
議
員
会

評
議
員
会

評
議
員
会

評
議
員
会
がが がが
開開 開開
か
れ
ま
し
た

か
れ
ま
し
た

か
れ
ま
し
た

か
れ
ま
し
た


